
☆
「
平
和
憲
法
」
に
聴
く

ー
こ
の
一
年
、
日
本
の
あ
る
べ
き
ス
タ
ン
ス
ー

☆
二
〇
一
一
年
の
回
顧

◆
昨
年
、
日
本
の
歴
史
的
出
来
事
の
筆
頭
は
、
３
・
１
１
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。
地
震
・
津

波
・
原
発
事
故
と
い
う
三
重
の
災
難
が
こ
の
国
を
襲
い
ま
し
た
。
特
に
原
発
の
事
故
は
、
私

た
ち
の
歴
史
観
、
文
明
観
、
そ
し
て
人
生
観
ま
で
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
災
害
で
し
た
。

◆
一
方
こ
の
災
害
の
陰
で
、
真
珠
湾
攻
撃
か
ら
七
〇
年
、
八
年
九
ヶ
月
に
わ
た
っ
た
イ
ラ
ク
戦

争
の
終
焉
、
そ
し
て
民
主
党
政
権
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
総
崩
れ
な
ど
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
重
い
教
訓

◆
こ
れ
ら
の
出
来
事
か
ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
は
何
で
し
ょ
う
か
。

原
発
事
故
か
ら
は
人
間
の
作
っ
た
文
明
に
対
す
る
過
信
と
驕
り
に
対
す
る
審
判
を
、
太
平
洋

戦
争
と
イ
ラ
ク
戦
争
か
ら
は
武
力
に
よ
る
平
和
構
築
は
な
い
事
を
教
訓
と
し
て
学
ぶ
べ
き
で

し
ょ
う
。

◆
年
末
に
は
、
民
主
党
政
権
は
平
和
憲
法
精
神
の
根
幹
に
関
わ
る
武
器
輸
出
三
原
則
の
緩
和
を
、

国
民
的
議
論
も
経
ず
に
あ
っ
さ
り
と
閣
議
決
定
で
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
民
主
党
さ
ん
、
短
い
間
で
し
た
が
夢
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
教
訓
を

得
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
（
＊
）
と
い
う
庶
民
の
声
が
耳
に
響
い
て
き
ま
す
。

（
＊
）
２
０
１
１
・
１
２
・
２
８

Ａ
新
聞
「
声
」
欄

☆
平
和
国
家
の
ス
タ
ン
ス
は
平
和
憲
法
に
聴
く
こ
と

◆
そ
の
ほ
か
昨
年
は
、
生
活
保
護
者
二
〇
五
万
人
突
破
と
い
う
貧
困
の
問
題
、
国
の
借
金
一
千

兆
円
に
接
近
（
＊
）
、
普
天
間
基
地
問
題
な
ど
、
国
民
の
生
活
、
国
の
経
済
、
平
和
の
問
題

に
つ
い
て
も
多
く
の
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

（
＊
）
一
世
帯
あ
た
り
一
七
〇
〇
万
円

◆
新
し
い
一
年
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
ど
う
い
う
ス
タ
ン
ス
に
立
つ
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
答
え
を
得
る
に
は
現
在
の
平
和
憲
法
に
聴
く
事
で
す
。

そ
こ
に
は
前
文
と
第
九
条
（
戦
争
放
棄
）
、
第
一
三
条
（
人
間
の
尊
厳
と
権
利
）
、
第
二
五
条

（
生
存
権
）
な
ど
、
誤
り
な
き
指
針
が
輝
い
て
い
ま
す
。

◆
私
た
ち
浜
松
市
憲
法
を
守
る
会
は
、
四
十
五
年
の
長
き
に
わ
た
り
一
貫
し
て
、
こ
の
憲
法
に

聴
く
こ
と
、
守
る
こ
と
、
そ
し
て
活
か
す
こ
と
を
訴
え
て
平
和
行
進
を
続
け
て
来
ま
し
た
。

今
年
は
五
百
五
十
回
を
目
指
し
て
歩
き
続
け
ま
す
。

二
〇
一
二
年
一
月
八
日(

日
）

第
五
三
九
回
憲
法
を
守
る
平
和
行
進

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
―
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

◆武力ではなく「平和憲法」で国際貢献！ これが日本の使命です◆

◆浜松市憲法を守る会のホームページ http://gokenhamamatsu.news.coocan.jp/ ◆


